
◆
17
年
度
予
算
に
つ
い
て

問

文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

教
育
長

文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座
は
、
文
化
財
の
保
護
・

活
用
を
市
民
と
協
同
し
て
行
う

こ
と
で
文
化
財
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ

と
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
に

行
う
も
の
で
す
。

文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意

市
長

一
部
負
担
金
の
減
免
事

務
は
、
申
請
者
個
々
の
特
別
事

情
の
生
活
実
態
な
ど
を
考
慮
し

て
適
切
に
対
応
し
た
い
。

◆
入
札
に
つ
い
て

問

平
成
16
年
度
の
落
札
率
95
％

以
上
が
43
％
で
あ
る
。
こ
れ
で

改
善
さ
れ
た
と
い
え
る
の
か
。

市
長

入
札
・
契
約
制
度
の
改

善
に
つ
い
て
は
契
約
制
度
検
討

委
員
会
で
検
討
を
し
て
い
る
。

今
後
、郵
便
入
札
を
検
討
す
る
。

◆
信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て

問

信
号
機
の
設
置
、
変
更
の

要
望
は
30
ヵ
所
と
な
っ
て
い

る
。
新
年
度
は
何
ヵ
所
か
。

市
長

現
時
点
で
は
ま
だ
明
ら

か
に
な
っ
て
い
な
い
。
判
明
し

た
ら
報
告
し
た
い
。

問

県
道
岩
富
・
山
田
台
線
平

成
ガ
ス
前
へ
の
信
号
機
設
置
は

反
対
側
の
避
難
帯
を
つ
く
る
だ

け
で
可
能
で
あ
る
。
国
道
４
０

９
号
笹
引
ロ
ー
ソ
ン
前
は
死
亡

事
故
が
あ
っ
た
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
未
だ
に
設
置
さ
れ
て
い
な

い
。
県
道
川
上
・
八
街
線
最
盛

寺
前
は
カ
ー
ブ
に
な
っ
て
お

り
、
大
変
危
険
で
あ
り
、
早
急

な
対
応
を
求
め
る
。

市
長

警
察
か
ら
具
体
的
計
画

が
示
さ
れ
て
い
な
い
。引
き
続
き

要
望
し
て
い
く
。
東
吉
田
集
会

所
付
近
は
安
全
対
策
を
図
っ
た
。

◆
市
道
に
か
か
る

立
木
の
伐
採
に
つ
い
て

問

市
道
に
か
か
る
立
木
や
、

雑
草
が
生
い
茂
り
通
学
や
車
の

通
行
に
困
難
を
き
た
し
、
事
故

の
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
。
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

条
例
制
定
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

市
長

現
在
、
文
書
で
協
力
を

お
願
い
し
て
い
る
。
状
況
に
よ

り
個
々
に
訪
問
し
指
導
し
て
い

る
。今
後
も
周
知
徹
底
を
図
り
、

強
化
し
て
い
く
。
実
行
性
あ
る

条
例
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

◆
老
後
の
安
心
の
た
め
に

問

介
護
保
険
の
見
直
し
法
案

は
、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

の
制
限
、
介
護
施
設
の
居
住
費

用
と
食
費
を
介
護
保
険
の
給
付

か
ら
は
ず
し
、
平
均
で
年
間
約

40
万
円
も
の
負
担
増
や
、
介
護

保
険
が
始
ま
る
前
か
ら
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
た
低
所
得
者
に
対
し
て
利
用

料
を
６
％
に
軽
減
す
る
特
別
対

策
を
廃
止
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

介
護
保
険
の
見
直
し
は
、
介
護

に
対
す
る
国
の
負
担
を
い
か
に

減
ら
す
か
が
中
心
で
あ
り
、
国

民
に
と
っ
て
は
大
改
悪
で
あ
る
。

そ
こ
で
、４
点
に
つ
い
て
伺
う
。

１
点
目
に
、
滞
納
が
多
い
普

通
徴
収
の
第
２
・
第
３
段
階
の

保
険
料
の
減
免
を
求
め
る
が
ど

う
か
。
２
点
目
に
、
施
設
入
所

者
の
負
担
増
に
よ
り
、
施
設
利

用
が
低
迷
し
な
い
よ
う
利
用
料

の
軽
減
、
減
免
、
ま
た
、
低
所

得
者
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
の
軽
減
制
度
の
継
続
を
求
め

る
が
ど
う
か
。
３
点
目
に
、
要

支
援
、
介
護
度
１
の
人
を
新
予

防
給
付
に
移
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

制
限
す
れ
ば
在
宅
で
の
生
活
が

困
難
に
な
る
。
介
護
保
険
を
利

用
で
き
な
い
人
に
、
一
般
会
計

で
高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
求

め
る
が
ど
う
か
。
４
点
目
に
、

移
送
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
が
高

く
て
利
用
し
き
れ
な
い
。
低
所

得
者
に
対
し
て
一
般
財
源
で
補

助
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長

１
点
目
は
、
従
来
の
第

２
段
階
を
収
入
に
よ
り
分
割
し
、

負
担
能
力
の
低
い
層
の
保
険
料

を
現
行
の
保
険
料
を
第
１
段
階

と
同
額
に
す
る
な
ど
の
見
直
し

が
盛
り
込
ん
で
あ
り
、
こ
れ
以

上
の
減
免
の
拡
大
は
考
え
て
い

な
い
。
２
点
目
に
つ
い
て
、
在

宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
の
公
平

性
の
点
か
ら
見
直
し
で
あ
り
、

過
重
負
担
に
な
ら
な
い
。ま
た
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
利
用

の
負
担
軽
減
は
終
了
す
る
。
４

点
目
に
つ
い
て
、
介
護
タ
ク
シ

ー
は
、
一
般
の
タ
ク
シ
ー
よ
り

低
額
で
あ
り
、助
成
は
し
な
い
。

◆
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問

八
街
市
で
は
、
子
育
て
中

の
親
子
が
自
由
に
集
え
る
場
所

が
少
な
く
、「
子
供
を
虐
待
し

そ
う
」「
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
り

そ
う
」と
い
う
声
が
多
く
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
て

る
た
め
に
積
極
的
な
次
世
代
育

成
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

先
日
の
お
母
さ
ん
方
と
市
長
と

の
懇
談
会
で
市
の
施
設
等
を
子

育
て
の
場
と
し
て
活
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
と
い
う
回
答
が
あ

っ
た
。具
体
的
な
活
用
方
法
は
？

ま
た
、「
つ
ど
い
の
広
場
」
や

児
童
館
の
設
置
を
次
世
代
育
成

支
援
計
画
に
入
れ
る
べ
き
だ
が

ど
う
か
。
２
点
目
に
、
２
０
０

人
近
い
不
登
校
の
子
ど
も
の
居

場
所
が
必
要
だ
が
交
流
の
場
が

少
な
い
。
不
登
校
の
兆
候
が
出

始
め
た
時
か
ら
居
場
所
の
確
保

を
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
民
部
長

次
世
代
育
成
支
援

事
業
の
５
年
間
事
業
の
中
に
児

童
館
は
入
ら
な
い
。

教
育
長

学
校
生
活
に
不
適
応

に
な
り
教
室
に
入
れ
な
い
子
に
、

教
育
相
談
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
実
施
し
、
校
内
適
応
教
室
を

勧
め
て
い
る
。

義
等
を
学
ぶ
と
と
も
に
文
化
財

の
基
本
的
知
識
を
深
め
、
修
了

後
、
将
来
的
に
市
内
文
化
財
め

ぐ
り
な
ど
の
案
内
や
郷
土
史
料

館
の
収
蔵
庫
の
整
理
、
さ
ら
に

は
市
指
定
史
跡
の
雑
草
や
雑
木

除
去
等
の
軽
作
業
に
も
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
貴
重
な
財
産
で

あ
る
文
化
財
を
市
民
と
と
も
に

保
護
・
活
用
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問

給
食
の
残
さ
が
多
い
と
聞

い
て
い
る
が
ど
の
よ
う
に
対
処

す
る
の
か
。

教
育
長

小
中
学
生
時
代
は
成

長
期
で
あ
り
、
体
の
基
礎
を
つ

く
る
大
切
な
時
期
で
す
。
子
ど

も
た
ち
は
自
分
の
好
き
な
も
の

を
好
き
な
だ
け
食
べ
る
の
で
は

一 般 質 問
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